（２）高等小学校
河北高等小学校

河北高等小学校開　　　河北高等小学校は、明治２０年５月設立開校したが（三朝町誌）、それまでの経過の概要は次の

設までの経過　　　　とおりである。

この附近の高等小学校は、はじめ久米、河村２郡による組合立高等小学校を倉吉町越中町に設置していたが、明治２６年８月久米郡と分離して河村郡内各村組合立による「河村高等小学校」の設立が認可され、翌２７年７月１５日日下村上井字新土手に開設された。しかし高等小学校教育を求める生徒の数は次第に多くなり、河村郡に１か所の高等小学校では通学に不便であり、河村高等小学校を河南・河北の２校に分離することとなった。

このため、河北に位置する西郷・日下・長瀬・浅津・花見の５か村の組合設置による「河北高等小学校」設置の禀請を明治３０年５月２５日付で行い、同年６月１９日認可、７月１日開校した。同校は明治３６年４月河北裁縫学校を併設。また４０年６月河北実業補修学校を併設するなどして中学校教育の性格を強くして行き、大正１３年３月をもって河北高等小学校は廃止され、そして独立した河北実業補修学校となった。なおその間の明治３９年４月、長瀬・浅津両村は単独に羽合高等小学校を設立し、河北高等小学校から分離している。

ところで、河北高等小学校設立に関係する各種の資料が発見されて手許に保存してあり、その主要なものについて若干次に掲載してみる。

久米河村高等小学　　　まず久米、河村２郡の組合立高等小学校時代である。明治２５年に、長瀬・浅津・宇野・花見・

校から分離しよう　　日下の５か村の連名によって、「町村学校組合許可願」という印刷された文書がある。この文書は
とする動き　　　　　長瀬・浅津の両村が中心となって作成しているようであるが、この許可願が果たして東伯郡長に提出されたものであるか否かは不明である。しかし本文の内容からみて、当時（明治２５年以前）は久米、河村２郡で高等小学校１校を保有していた状況であるから、高等小学校就学の便をよくするため、高等小学校の細分化を企画し、長瀬外４か村の組合立で設置しようとしたものと思われる。だが、この５か村の組合立構想は、河村郡の他町村も同じ悩みをもっていたようで、河村郡内２４か村をもって１校を設立しようということになったものと思われ、そうした気運はこの５か村の動きに端を発して進んだものであろう。次にその文面を載せてみる。

５か村の高等小学　　▼５か村による高等小学校設立許可願
校設立願文書
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この他に組合規定、収入支出予算、学令児童及就学見込人員、国税納付調等の資料が添付してあるが省略する。

久米郡と分かれて　　　久米、河村高等小学校から、河村高等小学校となった経過に関する資料はみあたらないが、久

河村高等小学校と　　米郡と分離して河村郡内２４か村による独立高等小学校を日下村に設置したことは、一応その目

なる　　　　　　　　的を達したやに思われる。しかし泊・羽合町近辺、あるいは三朝近辺からみれば、学校位置が倉吉町から日下村（現在の上井）に変わっただけのことであり、遠隔による就学困難な条件はあまり変わっていない状態であった。特に三朝町附近からの通学困難な状況はよく察せられるところであり、明治３０年７月河南（現在の三朝町全域）と河北の２校に分離することとなったのも当然であろう。こうした結果からみれば、明治２５年に企画された長瀬、浅津、宇野、花見、日下の５か村による組合立高等小学校設立計画は、実に先を見越した賢明な策であったといえる。

河村高小から河北　　　さて河北高等小学校設立の経過と学校の概況について、旧浅津村保存の「高等小学校関係出願

高小となった経過　　綴」より抜すいしてみる。

と資料

　　　　　　　　　　▼日下・西郷・花見・長瀬・浅津各村組合立高等小学校設立認可申請
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　　　　　　　　　　　この申請にはさきの明治２５年の学校組合許可願にあった宇野村がはずれ、かわりに西郷村が
　　　　　　　　　　加わっているのが注目される。また橋津は３０年８月に単独で高等科を設置しているので、仲間
　　　　　　　　　　になっていないことはうなずける。

組合議員当選広告　　▼組合議員当選廣告
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　　　　　　　　　　▼組合会議長には岩﨑吉太郎が当選し、同年６月３０日付で廣告されている。

　　　　　　　　　　▼学校組合長には日下村長福井善十郎が当選し、同年６月３０日知事の認可を得て７月７日廣告

　　　　　　　　　　　されている。

校舎、校具整備の　　▼校舎、校具等の購求と資金（河村高等小学校校舎を河北高等小学校に貸与させるための建議書）

建議書

（河村高小校舎等
処分方法）
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上建議書は、河村郡内２４か村組合立でつくっていた河村高等小学校舎および校具の処分方法を、同組合会議長であった三枝礼二から郡長に建議したもので、はっきりした村名は書いていないが、河北５か村が高等小学校を同地に設立することを十分に考慮して貸与することを決めたものである。

建議書にもとづく　　　この建議書にもとづき、次の書面のとおり建物借入契約が締結されている。

建物借入契約書
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高等小学校開設のための基本的な施設の獲得はこれでできた訳であるが、敷地については涌島長十郎の所有であり、１反１畝１６歩（１,１４４㎡）の宛口来として毎年１石３斗８升４合を涌島に支払う契約がなされている。

増築した河北高小　　　明治３１年１月現在による学校事務報告によれば、学校施設として使用している建物の面積は

の建物と経費負担　　全部で１１６坪あり、このうち６２.２５坪が借用建物であるから、差引５３.７５坪を増築してい
額　　　　　　　　　ることになる。しかし増築部分の資金捻出には相当苦労したようで、苦しい村財政のなかでは、学校運営の経常費とあわせて増築費あるいは器材費にいたる諸経費一切を各村費で負担することは非常に困難であったと思われる。ちなみに、初年度における河北高等小学校経費を負担した各村の額と、浅津小学校の学校費とを比較してみれば下記のとおりである。
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しかも河北高等小学校に入学している生徒数は、浅津村で僅か８名であり、生徒１人あたりの経費でみれば、小学校経費の２円４４銭に対し、２３円７１銭を負担していることになる。

校舎改築費に、寄　　　このような状況であるから、各村の負担金を軽減する措置として、校舎購入（増築分）代金を、

附金、貸与金募集　　校下各村民から寄附金と無利子貸付金を募集することを考えたようで、明治３０年１２月この件
　　　　　　　　　　についての協議会が開かれている。その結果として各村で取まとめて拠出しているが、浅津村の
　　　　　　　　　　記録文書によれば、次のようになっている。
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　　　　　　　　　　　　寄　 附　 金　　６名　　３円　　　　　　　校下合計額　　５５円８０銭

　　　　　　　　　　　　無利子貸付金　２７名　３９円８０銭　　　　同　　　　　４５５円３０銭

授業料徴収規則　　　▼授業料徴収規則
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　　　　　　　　　　▼明治３１年事務報告（抄）
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特例として上北条　　　明治３２年の事務報告によれば、河北高等小学校組合へ上北条村の加入申込みがあったが、都
や他地区の生徒入　　合によって正式加入を認めず、高等教育事務委託として県の認可を得た上実施している。従って
学も認める。　　　　上北条村の負担額は、他村の例にならい教育事務委託料として歳入に受けている。また管下村外の生徒も便宜上受入れていたようで、近郷の村々から若干の入学者が各年代にわたってみられる。
[image: image10.jpg]



　　　　　　　　　　▼裁縫学校

裁縫学校の併設　　　　河北高等小学校設立の母体である日下村、西郷村、花見村、長瀬村、浅津村組合では、明治３５年８月２０日組合規定を追加改正して「裁縫学校」を附設することを次のとおり決議しているが、裁縫の授業は、明治３０年から「裁縫科」を併設して行われており、高等小学校に入学している女子生徒のほかに、裁縫科のみに入学する生徒も年々増加し、遂に裁縫学校の設立にふみきったものであろう。ちなみに裁縫学校附設までの裁縫科に入学した生徒数をみれば次のとおりである。
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▼英語科加設

英語科の加設　　　　　次のとおり明治３８年河北高等小学校に英語科が加設された。
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　　　　　　　　　　　以上河北高等小学校に関する諸資料を掲げ、当時の状況についてその概況をあらわしてみたが、

倉吉産業高等学校　　本町にある資料はこれ以降のものは綴ってなく、その後の経路について倉吉産業高校の沿革から
沿革誌資料　　　　　抜すいしてみる。
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○　羽合高等小学校
羽合高等小学校　　　　羽合高等小学校とは、長瀬村、浅津村の組合立によってつくられた高等小学校で、明治３９年４月長瀬村は（旧長瀬農協西側）に設立され、同４３年度をもって廃止解散した。そのあとは長瀬栽培尋常小学校に高等小学校を併設し、浅津村の高等科生徒も教育受託して運営された。

羽合高等小学校設　　　長瀬、浅津両村の高等科生徒は、前項で記述したように、河北高等小学校に通学していたので
立の背景　　　　　　あるが、多額の負担金を出して設立した河北高等小学校を離脱し、さらに多額の経費を注入し２村で高等小学校を設立しなければならなかった事情を考えてみるとき、次のことが察せられる。
（進学率向上の要　(１)　明治３３年小学校令の改正によって義務教育体制の充実がはかられ、鳥取県の就学率はそれ
因）　　　　　　　　　まで男子７９％台、女子が４０％台であったものが、３３年になって男子９４.４％、女子８２％

　　　　　　　　　　  と一挙にはね上がった。そして３７年には男子９７.２％、女子９０.３％と、ついに女子も９０％

　　　　　　　　　　　台に到達した。また明治３７・８年の日露戦争が大勝に終わったことにより、大戦後の日本は
　　　　　　　　　　　一躍世界の舞台におどりいで、日本が世界のレベルに遅れないようにするためには、必然的に
　　　　　　　　　　　教育の一層充実が要求されるところであった。
　　　　　　　　　　　　こうした状況下のなかで、当地方の尋常科を卆業した生徒たちは、尋常科のみの学力では
　　　　　　　　　　　満足しない者が多くなり、高等小学校へ入学志望する者が遂次数を増してきたのは当然のこと
　　　　　　　　　　　と思われる。河北高等学校の場合でも、明治３１年の在学生徒は１７１人（男１４２人女２９
　　　　　　　　　　　人）であったものが、３７年には２６８人（男１８２人女８６人）と６４％増加しており、と
　　　　　　　　　　　くに女子に至っては約３倍も伸びていることからみても十分にうなずける。この傾向は羽合地
　　　　　　　　　　　区においても同じことであるが、しかし河北高等小学校は上井に設立されており、現在と違っ
　　　　　　　　　　　てすべて徒歩通学であったから非常に不便であった。従って高等科進学希望者でも、入学をあ
　　　　　　　　　　　きらめたり、とくに女子については一層その傾向が強かったのではないかと思われる。

(通学距離の要因)
(２)　明治３０年河北高等小学校が上井に設立され、浅津村の高等科生徒は全員が河北に通学するの
　　　　　　　　　　　が当然であるが、しかるに明治３１年１月浅津村の高等科生徒を橋津尋常高等小学校に教育事
　　　　　　　　　　　務委託をしていることが橋津小学校沿革誌に記録されている。また長瀬の者でも、秋田むね（秋
　　　　　　　　　　　田義治姉）など一部の人は橋津の高等科に通学している。このことからみても、浅津、長瀬の
　　　　　　　　　　　高等科生徒は遠い河北高等小学校に通学するよりも、近い橋津校に通学したい希望者が多かっ
　　　　　　　　　　　たものと察せられるが、また一面、高等科教育の内容が、橋津より河北の方が高いといった関
　　　　　　　　　　　係からか、橋津の生徒でも河北に通学した（坂本正子など）例がみられた。

（学校運営主体制　(３)　このように校区外の生徒が入り乱れながら運営された高等小学校は、（１）項で述べた教育向
の要因）　　　　　　　上熱を背景に、高等科への通学がもっとも手近に、しかも橋津校への教育事務委託といった遠
慮気味な方法でなく、主体性のある高等小学校の保有が強く望まれだしたことは、時代の流れ
として当然のことであり、この考え方が長瀬村、浅津村組合立羽合高等小学校設立の動機とな
ったことと思われる。

では次に羽合高等小学校設立から解散に至るまでの状況について、保存されている関係書類（明治３９年度羽合高等学校組合決議書綴、会議書類綴、長瀬浅津組合解散関係書類）から抜すいして掲載してみよう。

（学校建築と経費）　▼学校建築と経費

まず羽合高等小学校校舎として、どの程度の建物が建築され、それに要した経費あるいは両村の負担した金額はどの程度のものであったのか、明治３９年度の予算によってその概要をみてみる。
歳出予算の「本校舎新築費」の附記にある建坪１２０坪とあるのは、１２間に５間の瓦葺２階建で、当時の建物としては大きなものであった。このほかに増工事として中途に設計変更され、職員室、器具室、宿直室など１８坪が増工されている。

これに必要な総経費３,９００円余は、ほとんど組合負担金でまかなわれているが、この負担金は１戸当たりの額を浅津村が長瀬村の６割を負担することを基準に算定されている。
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組合会役員　　　　　▼組合会役員
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学校開設資料　　　　▼学校開設資料

　　　　　　　　　　　○　羽合高等小学校教員には次の者が招聘任命されている。

　　　　　　　　　　　　　校長兼訓導　根鈴唯蔵　月俸２２円　次席訓導　嶋田豊一　月俸１４円　訓導１名　月俸
　　　　　　　　　　　　　１６円　準訓導１名　月俸１０円（いずれも氏名不詳）

　　　　　　　　　　　○　明治３９年度生徒数と学級編成は下記のようになっていた。
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羽合高等小学校では、このほか宇野村の高等科生徒の嘱託も受けていて、予算歳入に宇野村嘱託料寄附金として毎年１０円が計上されている。明治４１年の事務報告には、４学年の内男３人女８人の計１１人が在学していることが記録されている。
· 高等小学校加設学科として、英語科・農科の設置が明治３９年５月２１日決議されている。

· 高等小学校へ併置し裁縫学校が次のとおり設置された。
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裁縫学校設置の記　　　裁縫学校は県下各地の尋常高等小学校に併設されているところがかなりあって、橋津小学校に

録　　　　　　　　　も明治３６年設置されている。しかし裁縫学校の内容について詳しく記録されたものをあまり見
　　　　　　　　　　かけないため、上の裁縫学校設置議按に添付してある規則を次に掲載してその内容を紹介する。
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授業料徴収規則
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　　　　　　　　　▼学校運営資料

　　　　　　　　　　当時の学校運営状況を知る資料として「明治４１年事務報告」が保存されているので、それを転記してみる。
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　補修科設置と小学　　▼補習科の設置と栽培小学校へ教室の貸与
校へ教室貸与
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　上文面中の２、３の事項は、明治９年新築した（旧長瀬村役場の地）栽培小学校が、小学校令
の改正によって義務教育年限が４年から６年に延長されたため、従って校舎が狹隘となり、長瀬
南端（旧杉本製糸工場の地）に新しく地を求めて新築中の折、校舎が暴風によって倒壊したため、
急拠羽合高等小学校の一部教室を借りて授業することになったものである。これに関連して、浅
津村の６年生も借用教室に委託収容することにしたものである。（浅津村はもともと６年生は栽培
小学校に委託する計画であったものであろうか。）
羽合高小解散　　　　▼羽合高等小学校解散

　明治３９年長瀬、浅津両村の期待をになって発足した羽合高等小学校は、明治４０年３月小学
校令の改正によって、小学校義務教育年限が４年から６年に延長され、今まで高等小学校に入学
していた５・６年生は小学生となり、さらに高等科は４年まであるうち、２年生を終わって中学
校へ入学する生徒が多くなるなど、高等科在学生徒は漸次減少の傾向が著しくなってきた。この
ため両村による協議の結果、明治４４年度をもって羽合高等小学校組合を解散することを決議し、
その代替措置として、４３年に羽合高等小学校に隣接して建った栽培小学校に高等科を併置し、
浅津村の高等科生徒の委託を受けることにした。

　これらの経過について、次に資料を掲載しながら記述する。

（解散意見書）　　　○　組合議員による解散意見書
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上の公式な意見書を組合会から受けた両村では、その趣意を受入れて解散を決議している。特に浅津村においては、解散後の高等科生徒の取扱いに大きな影響を受けるものだけに、次のとおり議決している。
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（解散に伴う長瀬・　　両村の組合解散議決によって、学校財産処分方法、浅津村の高等科生徒を長瀬村へ嘱託する具

浅津村の協定書）　　体策などについて次のとおり協定した。
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両村協定によって　　　両村による高等小学校組合解散の認可は、明治４４年３月２３日東伯郡長名によって通知され

浅津村生徒を受託　　ている。このあと長瀬村では、栽培尋常小学校に高等科を併置し、上協定にしたがって浅津村の高等科生徒を受託した。

　　　　　　　　　　　長瀬村高等小学校設置に関する事項は、次の「長瀬高等小学校」の項において述べる。

○長瀬高等小学校

長瀬高等小学校　　　　羽合高等小学校解散によって、長瀬村は、さきの解散協定に基づき早刻栽培小学校へ高等科設置の準備に着手し、明治４４年度より設置することにした。高等科併置の禀請文および学級編成内容は次のとおりである。
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裁縫学校も併置　　　　高等小学校併置の申請にあわせ、裁縫学校附置の計画も進められ、同年３月１６日付で知事に禀請しているが、学校経営内容をみれば、羽合高等小学校における裁縫学校の内容と全く一致しており、ここでは省略する。裁縫学校は４月８日付で認可され４月１３日に開校している。
栽培小学校を建築　　　明治４３年５月栽培小学校を羽合高等小学校に隣接して建築し、翌年の４４年３月末には羽合
し、「栽培尋常高等　　高等小学校を解散して土地建物を一切引継ぎ、明治４４年度をもって堂々たる栽培尋常高等小学
小学校」となる　　　校に衣替えしたわけである。
　　　　　　　　　　　長瀬村ではこれを機会に、かって明治１８年頃長瀬宿にあってEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(らく),楽)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(い),只)学舎を開設し、子弟の教育に大きく貢献した山内篤処の顕彰碑を建設しようという議が持ち上がり、これを栽培校の敷地に建設しようと、その許可申請が次のように出されている。
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山内篤処顕彰碑の

建設申請

建設の許可は同年５月２５日付をもって行われており即刻建設された。この石碑は大正１２年旧長瀬小学校新築移転の際現位置にあわせて移転せられた。

旧羽合高等小学校舎を含めた栽培尋常高等小学校の建物はいくらあったのか、明治４４年４月２７日付で火災保険加入申込みをしている文書から拾ってみよう。
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栽培尋常高等小学
校の建物
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　　　　　　　　　　　高等科生徒を長瀬村に委託していた浅津村では、さきに結んだ協定書第１項の「…両村の事情
長瀬村への生徒委　　ニ依リ向弐拾年以内ハ嘱托ヲ解約申出ザル事」を破棄し、大正４年長瀬村に対して委託を解消し、
託の解消をした浅　　浅津小学校に高等科を設置したい旨の申入れを行った。この申入れに先立ち浅津村会では次の決
津村の決議書　　　　議を行っている。
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この申入れを受けた長瀬村では、当然協定書に違背した行為であるとして浅津村に徹回すべく話し合いがなされたと思われるが、浅津村の強い意志によって長瀬村も結局受入れざるを得なかったものであろう。そうした長瀬村の気持ちをあらわす資料に、長瀬村長がこの件について村会に諮問した次の文書がある。
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浅津村の協定破棄
に対する長瀬村の
態度

協定破棄に伴う両　　　上文面にある浅津村の事情とは何であるか不明であるが、察するところ、高等科の設置は尋常

村の事情　　　　　　小学校に単村で併置するところが段々に多くなり、鳥取県における明治４０年の状況は、尋常小学校１６９校のうち、高等科併置校８４校であるが、大正３年になれば尋常小学校１２３校のうち、１１６校が高等科を併置しており、よほどの事情がない限り尋常小学校に高等科を併設するのが常識となっていた。従って浅津村においても、社会情勢に対応した教育施策として当然考慮しなければならない問題であったと思われる。またこれに加えて、協定書第５項による嘱託料の相殺年数も近づいたことによって、この辺ですっきりと分離することが賢明策と考慮したものであろう。
一方長瀬村においては、浅津村が分離することについて大きな問題となる種はないように考えられるが、協定事項にこだわったのか、あるいは嘱託料の収入減が問題となったのか、いずれにしても後しばらく委託を受けたい気持ちの様子がうかがわれる。しかし結局大正３年度をもって委託を解消し、浅津村は大正４年度から浅津尋常高等小学校として発足した。
ちなみに、大正４年の浅津村事務報告書によれば「学令児童ハ男百四拾人、女百参拾九人合計弐百七拾九人ニシテ、在学生徒ハ男百拾八人女百弐拾参人、内訳シテ尋常科　　　　　高等科
　　　　　　　　　　　　　　ナリ…」とある。

○橋津高等科設置をめぐる問題
橋津高等小学校　　　　橋津小学校に高等科が設置されたのは、明治３０年８月３１日（橋津小沿革誌）となっていて、この日より橋津尋常高等小学校と改称している。橋津に高等科が設置された明治３０年頃は、県
県内でも早期に設　　内でも単独で高等科を設置する村は珍しく、河村郡においても明治２６年に設立した「河村高等
置した高等科　　　　小学校」が一校あるのみで、単独設置の村はまだなかった。河村高等小学校も、郡内１か所の学校では通学に不便なため、明治３０年河村郡を河北、河南に分けて高等小学校がつくられた。
　　　　　　　　　　　こうしたときに橋津村が単独で高等科を併置しようと企画したことは、当時の状況から考えて

単独設置以前に浅　　大英断であったと考えられる。しかし橋津のこの企画も、できれば単独でなく隣村との組合立に

津、宇野に共同設　　よって経費の軽減をはかろうと考えたようで、その対象として浅津村、宇野村に組合立設置方を
置を勧誘　　　　　　勧誘している資料が浅津村の議決書類のなかから発見された。浅津村としては当時河村高等小学校に通学している時であり（あるいは近く河北、河南高等小学校に分かれる話題があった頃かも知れない）一応考慮してみるべき問題であったようで、明治３０年２月村会を開会して次のように決議している。
勧誘を受けた浅津

村の決議書

浅津村決議の内容　　　協議の結果は上のとおりであるが、結局浅津村としては河村高等小学校が上井に設立されており、通学者の数も僅か数人であることから考えて、橋津村との組合立による負担金を敬遠したものであろう。しかし一方河村高等小学校の分割話しもあったようで、そうなれば、又新しく負担金の必要も生じてくることが想定され、そのようになれば、橋津村の勧誘に応じた方が通学上の点などから考えて得策であるとの判断もあったようである。従って浅津村としては河村高等小学校存続をポイントにした両面策を考え、議員のなかから交渉委員を定めて橋津村と話し合いをすることにしたものである。
浅津村は結局河村　　　その後の経過の資料はないが、結局橋津村は単独で高等科設置の禀請を３０年６月に行い、同

高等学校へ加入　　　年８月３1日小学校に併置した。一方河村高等小学校も河北、河南の２校に分離され、河北高等小学校として橋津の高等科設置と同年度の３０年７月に開校している。河北高等小学校に伴って浅津村がそちらに加入したのは、河北高小の建物、内部設備は河村高小のものをそっくり借用して出発したため、そのための負担金は僅かなものであったと思われ、従って橋津の新設高等科と組むよりも経済的に有利であったためでなかろうか。

橋津高等小学校設置にともなう書類等は、旧村時代に処分されていて残っておおらず、掲載できないのが残念である。
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